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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 本研究は、海洋分解性の高い新規バイオポリエステル創出を目指すもので、その進捗は計画を

上回るものとして高く評価される。特に、人工設計酵素の適用により、従来例のない高い 6HHx

分率（約 20mol%）を有する共重合体の生合成に成功した点は特筆すべき成果である。さらに、

海洋性分解微生物由来の分解酵素遺伝子の同定にまで進展しており、今後の分解メカニズム解明

に大きな期待がもたれる。実用化と社会実装に向けては検討すべき課題が残されている。まず、

創出された新規材料が、現行材料を代替しうる物性を有しているか、十分な特性評価と比較が不

可欠である。また、本研究成果の学術的価値は高いものの、原著学術論文を含めた学術成果発信

がないことは課題である。プラスチック問題は国民的な関心が高いので、成果に関して様々な形

でのアウトリーチ活動につなげて欲しい。 
 


